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耐震改修などの費用の一部を補助します

戸建て木造住宅耐震改修等事業補助金
■申請期間
　４月６日㈪～８月31日㈪（㈯㈰㈷除く）
■対象建築物
◦昭和56年５月31日以前に着工したものや平成28年熊
本地震で被災したもの
◦在来軸組構法、枠組壁工法や伝統的構法（木造）で３階
建て以下のもの
◦戸建て住宅で現に居住中であるもの
◦所有者が町税を滞納していないもの　など
■対象事業・補助金額
❶耐震診断（精密診断）
　補助対象経費の３分の２以内（上限８万６千円）
※交付対象建築物のうち、昭和56年５月31日以前に着
工したもの、かつ、在来軸組工法（木造）で２階建て以
下のもの
❷設計改修工事一括補助（改修設計・改修工事）
　耐震改修工事に要する費用の５分の４以内
　（上限100万円）

※交付対象建築物のうち、耐震診断の結果、倒壊の危険
性があると判断されたものが対象です。
❸建替え工事
　補助対象経費の５分の４以内（上限100万円）
※交付対象建築物のうち、耐震診断の結果、倒壊の危険
性があると判断されたものと被災者生活再建支援法に
基づく被災者生活再建支援金の支給対象でないものが
対象です。
❹耐震シェルター工事
　補助対象経費の２分の１以内（上限20万円）
※交付対象建築物のうち、昭和56年６月１日以降に着工
したものは、次のいずれかに該当するものが対象です。
ア　災害対策基本法に基づく住家の被害認定で、「全
壊」「大規模半壊」に認定されたもの
イ　耐震診断の結果、倒壊の危険性があると判断され
たもの

※耐震シェルターとは、住宅内の一部に木材や鉄骨で強
固な箱型の空間を作り安全を確保するものです。

■申し込み・問い合わせ
　都市計画課　都市計画係　☎（232）4927

町では、平成28年熊本地震で被災した住宅の耐震改修や、新耐震基準を満たさない恐れの
ある住宅の耐震診断（精密診断）・耐震改修などにかかる費用の一部を補助します。詳しくは
お問い合わせください。
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危険なブロック塀などの撤去

危険ブロック塀等安全確保支援事業補助金

■対象事業費
　以下の要件を満たすものの撤去に要する費用
◦緊急輸送道路や避難路などの道路などに面するもの
◦道路面から80cm以上の高さの危険なブロック塀など
（危険なブロック塀などとは、コンクリートブロック
塀のほか危険な工作物などを含む）
◦高さが60cm以上のブロック塀など
※補助対象になるかの判断には、現地調査を必要としま
す。まずは電話でご相談ください。

■補助金額
　10分の10（上限20万円かつ1.2万円/m）
■申請期限
　12月25日㈮

生垣等設置奨励補助金
　ブロック塀などを撤去した土地には、生垣の設置を推
奨しており、補助制度があります。
■対象事業費
　以下の要件を満たすものの設置に要する費用
◦公衆用道路に面した部分に総延長５ｍ以上植栽するも
の
◦外部から眺望できる高さが、70cm以上のもの
◦植栽間隔１ｍ当たり２本以上のもの　など
■補助金額　３分の１（上限５万円）

■申し込み・問い合わせ
　都市計画課　都市計画係
☎（232）4927

地震発生時に人身事故の防止や避難経路の確保を目的に、
危険なブロック塀などを撤去する費用の補助を行います。
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